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ＤＸ推進に 「取り組んでいる」
「取組みを検討している」 中小企業は24.8％

独立行政法人中小企業基盤整備機構
「中小企業のＤＸ推進に関する調査」結果
・調査対象　　全国の中小企業経営者、 経営幹部（個人事業主等を除く）
・調査方法　　インターネット調査
・有効回答数　1,000社
・調査時期　　2022年 3月11日～18日

　ＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）がビジネスのうえで
語られるようになって久しい。Ｄ
Ｘは業務のＩＴ化やデジタル化に
とどまらない新しい取組みといえ
るが、実際にどの程度ＤＸを理解
し、推進しているのか。
　今回は、中小企業におけるＤＸ
推進の実態についてみてみたい。

　中小企業におけるＤＸの理解度
はどの程度なのか。
　調査結果によれば、ＤＸを理解
していると回答した企業は全体で
37.0％（「理解している」「ある
程度理解している」の合計）とな
っている。
　従業員規模別にみると、従業員
数が多い企業ほど理解度が高くな
る傾向がみられ、20人以下では
23.8％、21～100人が47.0％、
101人以上は68.5％となっている。

　ＤＸの取組状況については、「既
に取り組んでいる」が7.9％、「取
組みを検討している」企業は16.9
％であった。これらの企業にＤＸ
の具体的な取組み・検討内容につ
いて尋ねたところ、もっとも多か
ったのが、「ホームページの作成」

で47.2％、以下、「営業活動・会
議のオンライン化」（39.5％）、「顧
客データの一元管理」（38.3％）
などが続いている。
　経済産業省の定義によれば、Ｄ
Ｘとは、「データとデジタル技術
を活用して、顧客や社会のニーズ
を基に、製品やサービス、ビジネ
スモデルを変革するとともに、業
務そのものや、組織、プロセス、

企業文化・風土を変革し、競争上
の優位を確立すること」とある。
　一見すると、「ホームページの
作成」などは、ＤＸの定義からは
ほど遠いような印象を受けるが、
中小企業にとっては、ＤＸ推進に
向けた最初の一歩と言えるのかも
しれない。
（インテリジェンスバリューコーポ
レーション株式会社　岩村克俊）
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